
こんにちは。少し暖かくなってきましたね。園の⻭医者さんの松尾
剛です。前回のえんいだよりでは、乳⻭（⼦どもの⻭）について、そし
て、むし⻭についてお話をさせていただきました。
今回は、むし⻭予防について くわしく解説していきます。

３歳〜４歳、年少さんの時期は、むし⻭
が増えるという報告があります。左のグラフ
をみてみましょう。 ⻭が⽣え終わる３歳と
⽐較して、１年後の４歳からグッとむし⻭
が増えていますね。
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それは、治療した⻭は、⾃然のままの⻭には かなわないからです。かぶせものや治療をう
けた⻭は弱く、またむし⻭が再発するなどして、再治療となってしまうことがとても多いです。

お⼝の中に⼀番いいものは、やはり、
⾃然のままの⻭です。⼀度、⻭に⽳が
あいてしまうと⾃然の⻭には戻りません。

そのため、むし⻭にならないようにすることがとても⼤事です。年齢やお⼝の中の状態により、
それぞれ予防のポイントは変わってきます。しっかりマスターしていきましょう。

むし⻭予防が⼤切なのは、なぜですか︖
治療したらいいでのは︖



むし⻭のなりやすさは、
４つの要素が関係します。

この４つの要素を⾒直してみましょう

むし⻭菌の要素
むし⻭菌はみんな持っています。ただし、「強いむし⻭菌」と「弱いむし⻭菌」が
います。これは⼈それぞれですが、家族でよくその特性が似ています。

環境の要素
家にジュースやお菓⼦がいつもあって、⽢いものをとりやすい環境は、むし⻭に
なりやすいです。⼀⽅で、むし⻭予防のため園がフッ化物洗⼝（年中さんか
ら）を⾏なっている環境では、むし⻭になりにくいです。

⼦ども⾃⾝の要素
規則正しい⾷⽣活をしている、⻭磨き粉で⻭をきちんとみがく習慣があるなど、
より健康な⾏動をとっているお⼦さんはむし⻭になりにくいといえます。また、元々
の⻭の状態も個⼈差があります。例えば初めから弱い⻭をもっているお⼦さんも
います。

時間の要素
糖分をとる時間の⻑さや頻度もむし⻭のなりやすさと関連があります。

どういう⼈が むし⻭になりやすいの︖

仕上げ磨き（⻭ブラシ）
まだ⼦ども達だけでは⻭ブラシは難しい年齢です。そのため、お⽗さん、お⺟さ
んの仕上げ磨きはとても⼤切です。

フロス
⻭と⻭の間の汚れは⻭ブラシだけでは上⼿にとることができません。フロスも毎
⽇しましょう。

フッ化物
フッ化物はむし⻭の予防に⽋かせません。フッ化物を正しく、上⼿く使いこなす
と予防効果は何倍にも上がります︕詳しくは次回お話しますね。

みんなでしましょう、むし⻭予防♪
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